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前村って何者？ ~簡単に略歴を

• AS2518を⽴ち上げて設計運⽤(1994--1999)
• JANOGの⽴ち上げに関与(1997)
• JPNICのIPアドレス部会に引き込まれた(1997)
• AS2518から、外資キャリアに移った(2000)

– でも、JPNICの仕事はついてきたし、増えていった
• APNIC理事(2000) JPNIC理事(2002)

• JPNICの職員になって、IP事業部⻑(2007)
• IP事業部を離れ、インターネット推進部⻑(2009)

– でもAPNIC理事の仕事はついてきた
• APNIC理事を2016年2⽉に辞任。

2016年11⽉にICANN理事就任予定。（現在⾒習い）
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前村とIPアドレス

• AS2518のIPアドレス管理担当(1994--1999)
• JPNIC IPアドレスAS番号割当作業部会(1997)
• 同部会副査(1998,1999)
• JPNIC IPアドレス検討委員⻑(2000,2001)
• APNIC Executive Council(2000̶2016)

– 同Chair(2013̶2016)
• JPNIC理事（IPアドレス分野担当）（2002̶2007)
• JPNICの職員になって、IP事業部⻑(2007̶2009)

– 2009年からはインターネット推進部⻑
• アドレス⽀持組織からICANN理事に指名（2016/06）

– 任期は2016年11⽉から2019年の3年
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過去・現在・未来？

• The Internet is not only built of the technologies, 
but also the social system that manages and 
evolves the infrastructure of the network, as well 
as the global Information Society.

• A lot of current institutions and schemes are all 
built on collective events, collaborations, 
coordination and decisions which have occurred 
since the emergence of the Internet.

• There is no doubt that they should be recorded to 
be referred to by the generations now and in order 
to craft the future Internet.
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過去・現在・未来？

• インターネットは技術だけで構築されているのではなく、
ネットワーク基盤やグローバル情報社会を運営し進化さ
せる社会的な仕組みがあって初めて動くものである。

• 現在ある組織やスキームは、インターネットの黎明以降
すべての出来事、協⼒、調整、決定などを基に構築され
ている。

• これらは、今後のインターネットを作っていくために、
今の世代の⼈たちが参照できるように記録されているべ
きであることに疑いの余地はない。
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http://blog.apnic.net/2015/05/11/can-a-non-us-history-gives-another-perspective-to-internet-development/
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過去・現在・未来 – 歴史編纂
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https://www.nic.ad.jp/timeline/ https://www.nic.ad.jp/timeline/20th/
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歴史編纂⽂書：
IPアドレス関連の章

• 第2章 JNIC発⾜前の資源管理とJPNICの設⽴
• 第5章 本格的インターネット時代のIPアドレスポリシー
• 第6章 グローバルなIPアドレス管理体制の確⽴へ
• 第10章 IPv4アドレス在庫枯渇とIPv6
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https://www.nic.ad.jp/timeline/20th/

© 2016 Japan Network Information Center 



年表：「IPアドレス以外は全部外す」

9

https://www.nic.ad.jp/timeline/
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IPアドレスの割当に関するガイド
(1996/01) https://www.nic.ad.jp/doc/jpnic-00047.html
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2. IPアドレスの割当について
2-1. 割当基準
…
つまり、IPアドレスの割当は、ISPが接続組織に対して
割当を⾏なう場合も、 JPNICが直接割当を⾏なう場合
も、全てRFC1466に⽰される基準に基づいて⾏わ れな
ければならない。
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RFC1466
(1993/05)

• Author:
Elise Gerich
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RFC1466
(1993/05)

4.0 Assignment of the Network Number Space
4.3 Class C
…
Organization Assignment
1) requires fewer than 256 addresses 1 class C network 
2) requires fewer than 512 addresses 2 contiguous class C 

networks 
3) requires fewer than 1024 addresses 4 contiguous class C 

networks
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RFC2050
(1996/11)

• Authors:
RIR+IANA

• 今のIPv4の
基準の原型

14© 2016 Japan Network Information Center 



RFC2050に⾄る議論
https://tools.ietf.org/html/draft-hubbard-registry-guidelines

• RFC1466bis or draft-hubbard
• -00: 1995/11 , -04: 1996/07

• 詳細なネットワーク計画の提出を求めるなど、
厳しいもの

• 国内での議論を喚起するために、JPNICの
IP/AS-WGが始めた物が…
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IP-USERSメーリングリスト＋会合
https://www.nic.ad.jp/ja/materials/committee/1996/0326/shiryou2-2-2.html

• ip-users ML
開設：
1996/02/05

• ip-users
Open Meeting
開催：
1996/03/15
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RFC7020
(2013/08)

• Authors:
IAB, RIR,,
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APNICはどんな感じ？
https://www.apnic.net/__data/assets/pdf_file/0008/
2699/1998AnnualReport.pdf

• 1998年年次報告（1999/03)
• 「APNIC会員によるポリシー策定は、会合や

メーリングリスト、事務局による公式訪問などを
通じて進められる」
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Add-manage-policy, 2000/01
ftp://ftp.apnic.net/apnic/archive/apnic-076-v001.txt

• RFC2050に頼らず、
レジストリとしての
アドレスポリシーを
明確に⽂書化したも
の
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JPNICにおけるアドレス空間管理ポリシー
2000/01 https://www.nic.ad.jp/doc/jpnic-00278.html

• APNICのアドレスポ
リシードキュメント
に合わせて、
IPアドレス関連⽂書
の全改定を⾏った。

• APNICのadd-
manage-policy と
基準、内容、表現を
統⼀
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Policy-SIGの始まり(2000/03)
http://archive.apnic.net/meetings/amm2000/sigs.html
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https://conference.apnic.net/
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APNICが
Open Policy Meetingをやるんなら

• 当然JPNICもOpen Policy Meetingをやるってこ
とですよね？

http://jpopf.net/過去開催されたオンサイトフォーラム
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2001年12⽉のJPOPMにて
https://www.nic.ad.jp/ja/materials/ip-users/200112/opm-start-catv1.html
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OPFとポリシーWG(2004/07)
https://www.nic.ad.jp/ja/materials/ip/20040708/JPNIC-policy-decision-process.pdf

• ポリシー検討の
ボトムアップ性に
こだわった結果、
OPF/OPMの運営
をボランティア
グループである
ポリシーWGに
委ねた
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JPNICニュースレターVol.45(2010/07)
インターネット歴史の⼀幕

https://www.nic.ad.jp/ja/newsletter/No45/0320.html

• 真のボトムアップ〜ポリシーワーキンググループの発⾜
• ポリシーWG創設メンバー 伊藤公祐⽒

– JPNICとは独⽴した、コミュニティからのボランティ
アメンバーでJPOPMを運営し、⽇本でのポリシー議
論の推進体制を確⽴すること

– JPOPMの案内Webサイトを⾃主的に⽴ち上げて運営
すること

– ポリシーワーキンググループ⾃⾝の運営に使うMLを、
独⽴して⾃主的に運営すること（JPNICのコントロー
ル下にならない体制の構築）

– コミュニティを代表し、JPNICへの各種勧告や必要に
応じて協議を⾏える⽴場を確保すること

25© 2016 Japan Network Information Center 



PDPの明確化・⽂書化(2004/07)
https://www.nic.ad.jp/ja/materials/ip/20040708/JPNIC-policy-decision-process.pdf

• 提案されたPDP
（ポリシー策定
プロセス）
– https://www.nic.

ad.jp/ja/material
s/ip/20040708/p
olicy-proc-
draft.html
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昔話のまとめ

• 是⾮、JPNICの歴史編纂をご覧下さい！
• JPNICでのアドレス割当ポリシーの黎明
• IETFからRIRコミュニティへ
• APNIC-JPNIC連携ポリシー⽂書化
• APNICのボトムアッププロセス
• JPNICの進化系ボトムアッププロセス
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現在から未来へ

What are those all about?
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守るべきこと

•Open, Bottom-up, Inclusive, 
Consensus-based

•関係者⾃前主義
↓

•インターネット資源管理の
正統性の源泉
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⾼めるべきこと

•ルール策定機構としての性能

–実践的 – pragmatic
–効果的 – effective 
–効率的 – efficient 
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Keep it relevant!

•ルール策定機構としての

•ルールを守ること
•ルールを変えること
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現在から未来へ

•All is left to you, “Team IP”

– チームIPとは、

–コミュニティと
–ポリシーWGと
–JPNIC事務局 です。
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JPOPFの過去･現在･未来
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JPNIC 前村
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ありがとうございました！
第30回、おめでとうございます！


